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平成 24 年８月１日  

第 ２９   号  

東北地域における環境問題の取組と東北地方環境事務所の活動内容を紹介しています。  

 

 

みちのく環境だより 

さらに地元 JA と首都圏生協を

結んだ地域ブランドの開発と交流

事業の継続、行政による環境共生

型栽培に対する農家への交付金や

ガンカモ類による食害補償条例制

度の実施、当地米を使った地酒の

共同開発などの多様な仕組みづく

りにより、地域産業・経済や地域

の人々の生活とバランスのとれた

保全が行われています【賢明な利

用】。 

当事務所も、蕪栗沼環境管理会

を始め、各種協議会等に参加し、

共に保全・活用に取り組んでいま

す。 

このような取組によって、全国

的に見てもラムサール条約の賢明

な利用（湿地の生態系を維持しつ

つ、そこから得られる恵みを持続

的に活用すること。）の最も成功

している数少ない好例だと思いま

す。 

 現在、韓国チャナム貯水池のあ

る昌原市との姉妹湿地協定締結に

先立ち民間団体による交流が始

り、大崎市・昌原市の両市は、来

年名古屋市で開催される COP10 の

公式サイドイベントの中で調印式

を行うことを目指しています。 

 

生
物
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続

可
能
な
利
用
に
関
す
る
国
の
基
本

計
画
で
あ
る
、
生
物
多
様
性
国
家

戦
略
（
以
下
、
「
国
家
戦
略
」
と
い

う
。
）
は
３
度
の
改
定
を
経
て
、
平

成
22
年
３
月
に
現
行
の
国
家
戦
略

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
生
物

多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
の
成
果
を
踏
ま
え

た
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
や
、
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
今

後
の
自
然
共
生
社
会
の
あ
り
方
を

示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中
央

環
境
審
議
会
の
小
委
員
会
に
お
い

て
審
議
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
度
「
生
物
多
様
性
国
家

戦
略
の
改
定
（
案
）
」
に
つ
い
て
、

広
く
国
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
聴

く
た
め
、
地
方
説
明
会
が
全
国
８

カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

仙
台
会
場
の
説
明
会
に
は
約
80

名
が
出
席
し
、
環
境
省
の
担
当
者

か
ら
国
家
戦
略
の
改
定
（
案
）
に

つ
い
て
説
明
の
あ
と
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
か
ら
は
、
震
災
復
興
が
進

み
つ
つ
あ
る
な
か
、
生
物
多
様
性
が

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
危
機
感
や
、
自
然
を

守
り
た
い
と
い
う
地
域
の
意
見
を
集

約
し
そ
れ
を
復
興
施
策
へ
反
映
さ
せ

る
こ
と
の
困
難
さ
が
あ
る
と
い
っ
た

意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
一
方
、
次
期
国

家
戦
略
は
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要
望
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
自
然
の
猛

威
や
非
情
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た

東
北
地
方
で
す
が
、
自
然
の
営
み
を

７
月
11
日
（
水
）
午
後
６
時
よ
り
Ｔ
Ｋ
Ｐ
仙
台
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
仙
台
市
青
葉
区
花
京
院
）
で
「
生
物
多
様
性

国
家
戦
略
の
改
定
に
係
る
説
明
会 

イ
ン
仙
台
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

大
切
に
し
た
い
と
い
う
声
が
多
か
っ

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

私
た
ち
は
「
３
つ
の
生
物
多
様
性

（
生
態
系
、
種
、
遺
伝
子
の
多
様

性
）
」
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
で
、

今
日
の
暮
ら
し
や
多
様
な
文
化
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、

私
た
ち
の
様
々
な
活
動
が
こ
の
生
物

多
様
性
を
失
い
続
け
る
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

失
わ
れ
た
多
様
性
の
回
復
が
不
可

能
と
な
る
臨
界
点
を
超
え
な
い
た
め

に
も
、
豊
か
な
生
物
多
様
性
を
保
全

し
、
そ
の
恵
み
を
将
来
に
わ
た
り
享

受
で
き
る
自
然
と
共
生
す
る
社
会
の

実
現
に
向
け
た
世
界
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

環境省東北地方環境事務所 

〒980-0014 

仙台市青葉区本町３－２－２３ 

   仙台第２合同庁舎 

電話:022 (722) 2870 (代表)  

FAX :022 (722) 2872  

電子メール: REO-TOHOKU@env.go.jp 

（リサイクル、有害廃棄物輸出入関係、地球

温暖化対策、石綿健康被害等に関すること） 

電子メール: TOHOKU@env.go.jp 

（国立公園、エコツーリズム、自然再生、野

生生物、外来生物等に関すること） 

◆ 戦略のポイントを解説 

 

今
般
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
次
期
国
家

戦
略
案
を
検
討
し
、
答
申
・
閣
議
決
定
後
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
11
で
世
界
に
示
さ
れ
ま
す
。 

                        平成２４年８月９日      

                             第２９号 

  みちのく環境だより 

      環境省東北地方環境事務所  http://tohoku.env.go.jp 

がんばろう！東北 

「オオセスジイトトンボ 

（伊豆沼）」 
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◆ 被災した公園施設(石巻市・御番所公園) 

◆ 宮城県との合同調査(石巻市・金華山) 

◆ ツツジと三陸海岸 

   (南三陸町、気仙沼市・田束山) 

三
陸
復
興
国
立
公
園
の
創
設
に
向
け
、
今
回
は
宮
城
県
の
南

三
陸
金
華
山
国
定
公
園
に
お
け
る
取
組
状
況
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 

 

環
境
省
は
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
復
興
の
た
め
に
、
平
成

24
年
５
月
７
日
『
三
陸
復
興
国

立
公
園
の
創
設
を
核
と
し
た
グ

リ
ー
ン
復
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
』(

以

下
、
ビ
ジ
ョ
ン)

を
発
表
し
ま
し

た
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
『
森
・
里
・

川
・
海
が
育
む
自
然
と
と
も
に
歩

む
復
興
』
を
基
本
理
念
と
し
て
７

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
根
幹
と
な
る
『
三
陸
復
興

国
立
公
園
の
創
設
』
で
は
、
陸
中

海
岸
国
立
公
園
を
中
核
に
、
現
在

「
国
定
公
園
」
や
「
都
道
府
県
立

自
然
公
園
」
で
あ
る
地
域
を
「
国

立
公
園
」
に
編
入
す
る
こ
と
で
、

観
光
地
と
し
て
の
ま
と
ま
り
の
創

出
に
よ
る
連
携
の
強
化
・
魅
力
向

上
、
地
域
活
性
化
の
基
盤
の
創

出
、
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
編
入
を
予
定
し
て
い
る
自
然

公
園
の
一
つ
で
あ
る
「
南
三
陸
金

華
山
国
定
公
園
」
の
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。 

 

 

「
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
」

は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
と
海
蝕
崖
と

い
う
特
異
な
地
形
と
、
島
々
が
織

り
な
す
優
れ
た
雄
大
豪
壮
な
景
観

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
54
年
に

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
立
公
園
編
入
に
あ
た
っ
て

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
把
握
す

る
た
め
に
現
地
調
査
を
進
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
盤
沈
下
に
よ

る
砂
浜
の
消
失
、
マ
ツ
林
の
枯

死
、
海
中
の
瓦
礫
散
乱
な
ど
が
わ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
津
波
に
よ

り
海
岸
部
に
あ
っ
た
施
設
の
消

失
、
地
震
に
よ
る
駐
車
場
や
車
道

の
地
割
れ
、
ト
イ
レ
や
展
望
台
の

損
壊
な
ど
、
多
く
の
公
園
利
用
施

設
へ
の
被
害
が
確
認
で
き
ま
し

た
。 「

国
立
公
園
」
編
入
に
あ
た
っ

て
は
、
新
た
な
公
園
の
保
全
と
利

用
の
計
画
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
、
計
画
を
策
定
す
る
際
に

は
、
地
域
全
体
の
復
興
を
中
心

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を

活
か
せ
る
よ
う
地
域
の
意
見
を
聴

 

 

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
方
の
協

力
に
よ
っ
て
『
三
陸
復
興
国
立
公

園
の
創
設
』
を
進
め
て
い
ま
す
。 

”
国
立
公
園
に
な
る
”
と
い
う
こ

と
は
、
国
を
代
表
す
る
傑
出
し
た

自
然
風
景
地
と
し
て
、
自
然
の
保

護
と
体
験
利
用
を
進
め
る
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
を
機
会
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
豊
か
な
自
然
に
誇
り
を

持
っ
て
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
、

訪
れ
た
方
に
は
自
然
の
猛
威
と
恵

み
、
個
性
的
な
文
化
の
魅
力
を
伝

え
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

『
森
・
里
・
川
・
海
が
育
む
自
然

と
と
も
に
歩
む
復
興
』
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

き
な
が
ら
検
討
し
、
さ
ら
に
取
組

み
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。 



 

3 ページ みちのく環境だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ライブ映像】URL はこちらです。↓ 

http://www.sizenken.biodic.go.jp/live/view.php?camera_no=116 

 

向
け
た
取
組
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
は
海
水

浴
場
の
開
設
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
の
継
続
的
な
清
掃
活
動

に
よ
り
海
浜
部
の
安
全
が
確
保
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
海
水
の
水
質
に
つ
い

て
も
検
査
の
結
果
、
良
好
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
海
水
浴
場
の
開
設
に
漕

ぎ
つ
け
ま
し
た
。
今
年
は
子
ど
も
達

を
始
め
と
す
る
多
く
の
市
民
が
待
ち

焦
が
れ
て
い
た
海
開
き
で
す
。
あ
い

に
く
こ
の
日
は
水
温
が
上
が
ら
ず
泳

ぐ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
夏
、
沢
山
の
笑
顔
が
溢
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
宮
古

市
。
陸
中
海
岸
国
立
公
園
の
利
用
拠
点
で
あ
る
浄
土
ヶ
浜
地

区
で
は
、
復
興
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
、
も
う
一

つ
。
震
災
で
大
き
く
損
壊
し
た
浄

土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
復
旧
工
事

が
終
了
し
、
海
開
き
に
合
わ
せ
て

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

平
成
２２
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
一
年
た
た
ず

に
津
波
の
被
害
を
受
け
た
姿

は
、
関
係
者
や
市
民
に
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ま
し
た
。
関

係
者
の
ご
尽
力
で
早
期
の
復
旧

工
事
が
進
め
ら
れ
、
約
１
年

４
ヶ
月
ぶ
り
に
営
業
を
再
開
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ン
式
典
に
は
関
係
者

の
ほ
か
多
く
の
市
民
も
集
い
、

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
重
要
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
元
の
黒
森

神
楽
の
演
舞
が
奉
納
さ
れ
、
会

場
が
一
体
と
な
り
、
復
興
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

環
境
省
で
は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
に
設
置
し
た
浄
土
ヶ
浜
の
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像
の
配
信
を
開

始
し
ま
し
た
。
是
非
、
ご
覧
下

さ
い
。 

 

 

浄
土
ヶ
浜
で
は
、
大
型
観
光
船
遊

覧
や
サ
ッ
パ
船
遊
覧
の
再
開
に
よ

り
、
少
し
ず
つ
活
気
を
取
り
戻
し
て

い
ま
す
。
環
境
省
の
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
始
め
と
し
た
周
辺

施
設
で
も
国
立
公
園
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、
利
用
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
環
境
省
で
は
被
災
し
た
施

設
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
５
月
か
ら
は
ト
イ
レ
を
供
用
し

て
い
る
ほ
か
、
海
岸
歩
道
は
、
海
水

浴
場
開
設
期
間
に
限
り
利
用
が
可
能

と
な
る
よ
う
応
急
復
旧
を
完
了
し
ま

し
た
。
９
月
か
ら
は
歩
道
の
本
格
復

旧
工
事
に
着
手
し
ま
す
。 

浄
土
ヶ
浜
の
復
興
に
向
け
、
引
き

続
き
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆ ブイが設置され準備万端の浄土ヶ浜 

◆ オープンに賑わうレストハウス 

◆ 利用者が列をなす海岸歩道 

 
 

 

７
月
２１
日
、
宮
古
市
浄
土
ヶ
浜

で
は
、
２
年
ぶ
り
に
海
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

海
岸
沿
い
の
ト
イ
レ
や
休
憩
施

設
、
歩
道
な
ど
が
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
最
大
の
見
所
で
あ

る
奥
浄
土
ヶ
浜
に
は
大
量
の
ゴ
ミ

類
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
震
災
直
後

か
ら
関
係
者
の
清
掃
な
ど
復
旧
に 

http://www.sizenken.biodic.go.jp/live/view.php?camera_no=116
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６
月
29
日
（
金
）
フ
ォ
レ
ス
ト
仙

台
（
仙
台
市
青
葉
区
柏
木
）
に
お
い

て
平
成
24
年
度
版
白
書
及
び
環
境
基

本
計
画
を
読
む
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
白
書
は
、
「
震
災
復
興

 

国
の
優
れ
た
技
術
や
シ
ス
テ
ム
の

国
際
的
な
貢
献
に
つ
い
て
も
記
述

を
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
会
で
は
、
白
書
の
内
容
を

広
く
普
及
し
、
よ
り
多
く
の
人
々

 

 

 

 

 

 

環境省では「熱中症予防情報サイト」を開設し、 

暑さ指数の予報値や実況値等をお知らせしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
し
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
詳
し
く

記
述
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー

ン
成
長
国
家
の
実
現
の
た
め
、
我
が

被
災
地
見
学
会
は
、
環
境
省
と

宮
城
県
の
主
催
で
、
７
月
13
日
と

14
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
13
日
に
は
、
県
庁
講

堂
で
災
害
廃
棄
物
（
が
れ
き
）
処

理
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

14
日
は
２
班
に
分
か
れ
て
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
石
巻
市
の

二
次
仮
置
場
で
は
、
県
の
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
選
別

処
理
施
設
や
仮
設
焼
却
炉
、
廃
畳

被
災
地
の
が
れ
き
処
理
の
現
状
を
視
察
す
る
た
め
、
宮
城
県
内
の
が

れ
き
を
受
け
入
れ
て
い
る
東
京
都
多
摩
地
区
の
住
民
等
73
人
が
、
宮
城

県
を
訪
れ
ま
し
た
。
女
川
町
と
石
巻
市
を
訪
れ
た
一
行
は
、
が
れ
き
処

理
現
場
を
視
察
し
、
女
川
町
民
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

の
仮
置
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
女
川
町
の
選
別
処
理
施
設
で

は
、
作
業
員
が
手
作
業
で
木
く
ず

を
選
別
し
た
り
、
空
間
放
射
線
量

を
測
定
し
た
り
す
る
様
子
を
見
学

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
女
川
町
民
５
名
と
の
交

流
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
津
波
当

時
の
話
や
現
在
の
生
活
の
状
況
を

生
で
聞
い
て
、
改
め
て
感
じ
る
と

こ
ろ
が
多
く
あ
る
よ
う
で
し
た
。

「
町
が
元
の
姿
に
な
っ
て
自
分
も

本
来
の
水
産
業
の
仕
事
に
戻
れ
る

よ
う
、
が
れ
き
処
理
の
手
選
別
の

作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う

方
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
多
摩
地

区
の
皆
さ
ん
は
、
が
れ
き
受
入
れ

に
よ
っ
て
、
被
災
地
の
手
助
け
が

で
き
て
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
と

と
も
に
、
広
域
処
理
の
必
要
性
を

再
確
認
し
て
い
た
様
子
で
し
た
。 

今
後
と
も
、
東
北
復
興
の
た
め

に
一
日
も
早
く
が
れ
き
処
理
が
完

了
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。 

◆ 多摩地区と女川町の住民による 

合同エール 

と
安
全
安
心
で

持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向

け
て
」
を
主
題

６
月
８
日
～

29

日
ま
で
の

間
、
毎
週
金
曜
日
に
JR
仙
台
駅

２
階
コ
ン
コ
ー
ス
に
お
い
て
チ
ラ

シ
配
布
を
行
い
、
水
俣
病
被
害
者

の
救
済
措
置
申
請
受
付
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

 

 

に
環
境
配
慮
や
環

境
保
全
の
た
め
の

取
組
を
進
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
今

年
の
白
書
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
や

ね
ら
い
な
ど
を
環
境
省
担
当
者
が

直
接
解
説
し
、
会
場
参
加
者
と
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

◆周知広報活動は全国一斉

に行われました。 

熱中症予防声かけプロジェクト 

URL はこちらです。↓ 

http://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/ 

 

http://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/
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持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
未
利
用
資
源
の
活
用
・
保

全
を
通
じ
て
地
域
社
会
を
活
性
化

し
、
地
域
の
社
会
変
革
を
も
た
ら

す
事
業
活
動
を
担
う
事
業
型
の
環

境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
的
企
業
の
活
躍

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め

環
境
省
で
は
、
平
成

21

年
度
よ

り
、
事
業
型
の
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
又
は

社
会
的
企
業
が
自
立
的
な
活
動
を

で
き
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
創
出
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

採
択
さ
れ
た
事
業
は
「
特
定
非

営
利
活
動
法
人 

東
鳴
子
ゆ
め
会

議
」
の
「
心
と
体
を
癒
や
す
“
里

山
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
”
づ
く
り

事
業
」
と
「
特
定
非
営
利
活
動
法

人 

日
本
の
森
バ
イ
オ
マ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
「
震
災
復
興
を
推

進
す
る
環
境
教
育
事
業
」

で
す
。 

採
択
さ
れ
た
２
団
体
が

公
的
資
金
の
み
に
依
存
し

な
い
資
金
調
達
手
法
及
び

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
で

き
る
よ
う
、
東
北
地
方
環

境
事
務
所
は
Ｅ
Ｐ
Ｏ
東
北

（
東
北
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
）
と
連

携
し
て
「
東
北
地
域
支
援

事
務
局
」
を
構
成
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
出
に
向

け
て
伴
走
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

伴
走
等
の
経
過
に
関
し

ま
し
て
は
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ
東
北

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

地
域
の
温
泉
資
源
、
耕
作
放
棄

地
、
里
山
等
の
未
利
用
資
源
を
活

用
し
て
、
都
市
生
活
者
に
里
山
料

理
教
室
、
湯
治
、
農
業
体
験
等
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
農
家
等

と
の
交
流
を
進
め
、
自
然
の
中
で

五
感
を
再
生
す
る
場
（
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
を
構
築
す
る
。 

北
上
川
流
域
に
お
け
る
自
然
・

人
的
資
源
を
活
用
し
た
「
環
境
教

育
事
業
」
や
、
被
災
経
験
を
次
世

代
に
伝
え
る
「
防
災
教
育
事
業
」

を
核
と
し
て
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
発
展
を
担
う
人
材
育
成
を

行
う
。 

本
事
業
は
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
事
業
型
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
又
は
社
会
的
企

業
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
関
係
主
体
と
連
携
し
て

全
国
に
普
及
し
う
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
東
北
地
域
で
応
募
が
あ
っ
た
５
件
の
中
か
ら
企
画
審
査
委

員
会
に
よ
る
審
査
等
を
経
て
、
２
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【ＥＰＯ東北からのお知らせ】URL はこちらです。↓ 

http://www.epo-tohoku.jp/NEWS/eponews/index.html#news 

 

 

 

 

 

木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
や
国
産
材

の
活
用
促
進
に
よ
る
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
実
現
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す
。
森
林
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進
、
材

木
の
活
用
推
進
、
森
林
を
テ
ー
マ

に
し
た
環
境
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

東
鳴
子
温
泉
を
拠
点
に
、
旅

館
・
商
店
・
町
内
会
が
伝
統
の
湯

治
を
ベ
ー
ス
に
観
光
団
体
や
地
域

住
民
と
の
垣
根
を
は
ず
し
た
一
体

型
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

◆ 鳴子御殿湯駅 リニューアルイベント 

◆ ペレットプラント実証実験 

http://www.epo-tohoku.jp/NEWS/eponews/index.html#news
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月日 時   間 内  容  場  所  等  担 当 課 等  

7.23

～ 

8.19 

午前の部          

9：00～ 

11：30           

午後の部             

13：00～ 

15：30 

夏休み特別体験プ

ログラム 

・蜜ろうそく作り 

・エコバッグ作り 

・ペーパークラフト 

・鳥海山を作ろう 

・登山道散策 

鳥海イヌワシみ

らい館（猛禽類

保護センター） 

鳥海南麓自然保護

官事務所（水落） 

8.2～ 

8.20 

①6:30～

7:30 

②午前午

後 1回 

③19:30

～20:00 

サブレンジャーが

やってくる！ 

①早朝観察会（姉ヶ崎園地） 

②日中観察会、クラフト体験（浄土ヶ浜園

地、姉ヶ崎園地） 

③夜のスライドショー（姉ヶ崎園地） 

浄土ヶ浜園地、

姉ヶ崎園地（宮

古市） 

宮古自然保護官事

務所（深谷） 

8.10 
18:30～ 

20:30 

サマーナイトハイ

ク 

夜の浄土ヶ浜を散策しながら、動植物を観察

します。 

浄土ヶ浜ビジ

ターセンター、

浄土ヶ浜園地

（宮古市） 

宮古自然保護官事

務所（深谷） 

8.10 
19:00～ 

21:00 
星座観察会 夏の大沼に見える星座の観察会を行います。 

八幡平ビジター

センター 

鹿角自然保護官事

務所（福原） 

8.19 
8:30～ 

12:00 

夏を染めよう草木

染め 
夏の色に染め上げる草木染めを開催します。 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

8.25 
8:30～ 

15:30 

大谷地・長沼ト

レッキング 

静けさが漂う大沼と長沼を探訪、秋の気配を

感じながら夏から秋への八幡平の自然を観察

します。         

大沼-大谷地-長

沼 

集合場所：八幡

平ビジターセン

ター 

鹿角自然保護官事

務所（福原） 

8.26 
9:00～ 

16:30 
自然観察会 

深緑の赤水渓谷を散策し動植物を観察しま

す。 

森吉山野生鳥獣

センター 

森吉山野生鳥獣セ

ンター運営協議会 

9.1 
9:00～ 

12:30 

浄土ヶ浜ウォーク

ラリー 

浄土ヶ浜をフィールドに、五感や観察力を頼

りにクイズを解いてゴールを目指します。（対

象者：親子・一般） 

浄土ヶ浜園地

（宮古市） 

宮古自然保護官事

務所（深谷） 

9.8 
8:00～ 

15:00 

深緑の登山！ 

戸来岳 

十和田三山の一つ、戸来岳の主峰にあたる大

駒ヶ岳と三ツ岳を登山します。十和田湖、太

平洋の眺望や秋の花を楽しみます。 

道の駅「新郷」 

駐車場 

十和田自然保護官

事務所（松山） 

9.9 
8:30～ 

17:00 
月山クリーン登山 

月山を清掃登山をしながら羽黒口から姥沢へ

縦走します。 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

9.9 
9:00～

15:00 

茶臼岳・八幡平縦

走トレッキング 

高原に訪れる一足早い秋「草紅葉」、黄金色に

色づいた高原の秋を観察します。 

八幡平 

集合場所：八幡

平ビジターセン

ター 

鹿角自然保護官事

務所（福原） 

9.9 
9:00～ 

15:00 

第 4 回 秋田駒ヶ

岳自然観察会 

高原に訪れる秋を感じながらエゾオヤマリン

ドウをはじめとする秋の高山植物を観察しま

す。 

秋田駒ヶ岳 

集合場所：アル

パこまくさ 

鹿角自然保護官事

務所（福原） 

東北地方環境事務所の業務予定（平成 24 年８月・９月・10 月） 
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月日 時   間 内  容  場  所  等  担 当 課 等  

9.15 
8:30～ 

12:00 

羽黒山の自然を楽

しむ 
羽黒山旧月山登拝道を歩きます。 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

9.16 
9：00～ 

15:00 

秋の渡りを見よ

う！ 

冬を前に、南へ渡っていくワシタカの仲間達

を観察します。鳥海山の空にあがるタカ柱を

見つけましょう！ 

集合：酒田市役

所 

観察地：鳥海山

鉾立 

鳥海南麓自然保護

官事務所（水落） 

9.22 
8:30～ 

17:00 

秋田駒ヶ岳の紅葉

を楽しむ 

月山 VC 開館 25 周年企画 秋田駒ヶ岳で秋色

に染まった紅葉の中を歩きます。 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

9.23 
7:30～ 

16:30 

八幡平・裏岩手   

ルートトレッキン

グ 

秋深まる裏岩手ルートをオオシラビソの樹海

を抜け、なだらかな稜線からの眺望を楽しみ

ます。 

八幡平 

集合場所：八幡

平パークサービ

スセンター 

鹿角自然保護官事

務所（福原） 

9.29 

～30 

1 日目

9:00～ 

17:00 

2 日目

9:00～ 

15:00 

2 日間のイヌワシ

観察会 

動物園でのイヌワシの保護の取り組みについ

て理解し、飼育下でのイヌワシと野生のイヌ

ワシを比較観察できる 2日間です。 

集合場所 

1 日目 酒田市役

所 

2 日目 鳥海イヌ

ワシみらい館

（猛禽類保護セ

ンター） 

鳥海南麓自然保護

官事務所（水落） 

10.6 
9:00～ 

15:00 

紅葉の大パノラ

マ！ 

北八甲田雛岳登山 

雛岳を登山し、北八甲田山の展望と見頃を迎

えたブナ、ダケカンバ、ナナカマドなどの紅

葉を探勝します。 

青森県営田代平

駐車場 

十和田自然保護官

事務所（松山） 

10.6 
9:00～ 

15:00 

焼け山トレッキン

グ 

べこ谷地湿原の草紅葉、温泉の流れる湯ノ沢

を抜けて紅葉の焼け山を観察します。 

八幡平・焼け山 

集合場所：八幡

平ビジターセン

ター 

鹿角自然保護官事

務所（福原） 

10.7 
9:30～ 

14:00 

乳頭・ブナの森観

察会 

紅葉の乳頭の森を散策しながら一首。乳頭

キャンプ場で合評会を開催します。                

乳頭ブナの森 

集合場所：休暇

村乳頭温泉郷 

鹿角自然保護官事

務所（福原） 

10.7 
8:30～ 

12:00 

紅葉の弥陀ヶ原を

楽しもう 

月山 8合目の弥陀ヶ原にて、紅葉色とりどり

に染まる植物の変化を楽しみます 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

10.8 
10:00～

15:00 

JPR 事業 野鳥観

察とエコデコイ作

り 

キャンプ場周辺にある展望台までの道のりを

歩き、野鳥を観察します。昼食時は火付け教

室を開催、みんなで昼食を作ります。 

鷹ノ巣キャンプ

場 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

10.13 

～14 

8:30～ 

17:00 

月山 VC25 周辺イ

ベント 

クラフト体験、写真展、講演会、出展など

（詳細未定） 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

10.14 
9:00～ 

15:00 

秋の八甲田自然体

験プログラム 

酸ヶ湯周辺で集めた落ち葉を利用しダンボー

ルで燻製を作ります。また、温泉の熱を利用

したエコクッキングを体験できます。 

酸ヶ湯野営場 
十和田自然保護官

事務所（松山） 

10.14 
9:00～ 

15:00 

第 5 回 秋田駒ヶ

岳自然観察会 

晩秋の雪を待つばかりの秋田駒ヶ岳の自然観

察会。チングルマなどの紅葉を観察します。       

秋田駒ヶ岳 

集合場所：アル

パこまくさ 

鹿角自然保護官事

務所（福原） 

10.14 
9:00～ 

16:30 
自然観察会 

赤水渓谷の紅葉を散策し動植物を観察しま

す。 

森吉山野生鳥獣

センター 

森吉山野生鳥獣セ

ンター運営協議会 
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月日 時   間 内  容  場  所  等  担 当 課 等  

10.20 
9:00～ 

16:00 
クラフト教室 

場内で材料を探してクラフト作り・屋外料理

を楽しみます。            

大沼・後生掛

キャンプ場 

集合場所：八幡

平ビジターセン

ター 

鹿角自然保護官事

務所（福原） 

10.20 
17:30～ 

19:30 
星空観察会 

秋の夜空を見上げて、星座観察を行います。 

（対象者：親子・一般） 

姉ヶ崎園地（宮

古市） 

宮古自然保護官事

務所（深谷） 

10.21 
10:00～ 

12:00 
クラフト体験 

ハロウィンの日に向けてハロウィングッズを

作ります。 

浄土ヶ浜ビジ

ターセンター

（宮古市） 

宮古自然保護官事

務所（深谷） 

10.21 
9:00～

16:30 
自然観察会 

小又峡を散策し渓谷の甌穴の形成の仕方や自

然を観察します。 

森吉山野生鳥獣

センター 

森吉山野生鳥獣セ

ンター運営協議会 

10.21 
8:30～ 

12:00 

紅葉のブナ林を歩

く 

月山七合目～北月山荘まで、紅葉に染まった

ブナ林を歩きます。 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

10.22 
8:00～ 

15:00 

紅葉の松見の滝

ウォーク！ 

「日本の滝 100 選」の松見の滝へウォーキン

グします。黄瀬川沿いのカエデの紅葉も素晴

らしいです。 

奥入瀬渓流館前

駐車場 

十和田自然保護官

事務所（松山） 

10.28 
8:30～ 

12:00 
秋の恵観察会 秋の恵みを五感で楽しみます。 

月山ビジターセ

ンター 

羽黒自然保護官事

務所（坂本） 

八幡平・焼山イワカガミの群生 侍浜のスカシユリと海水プール(久慈) 

写真コーナー 

十和田八幡平国立公園 陸中海岸国立公園 
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バンダイクワガタ(磐梯山) 大鳥池を望む(朝日連峰) 

ニッコウキスゲ・ノハナショウブ(種差海岸) 

白神山地・大川のタカヘグリ 

種差海岸（三陸復興国立公園編入予定地） 

蒲生干潟のカラシラサギ 

磐梯朝日国立公園 

仙台海浜鳥獣保護区 白神山地 

スカシユリ(種差海岸) 


